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第13回 釧路丹頂農業協同組合通常総会————— １
通常総会 武藤清隆組合長挨拶 / 特別決議—— ２～３
新役員の紹介 / 職務分担— —————————— ４
新役員就任にあたっての抱負— —————— ５～７
退任役員へ花束贈呈/研修生受入施設愛称決定—— ７
釧路丹頂農協酪農振興会 通常総会——————— ８
第41回釧路Ｂ＆Ｗショウ/2019北海道Ｂ＆Ｗショウ—— ９～10
農作業安全祈願祭 / 酪農支援型自販機設置— —— 11
酪農実習体験・感想文— ————————— 12～14
乳質改善ＰＪ情報局— ———————————— 15
普及センターだより— ———————————— 16
ＪＡグループ通信— ————————————— 17
ＪＡバンクからのお知らせ— ————————— 18
ＪＡジャンプ広告— ————————————— 19
ちょっと一息頭の体操「ナンプレ」— ————— 20
組織機構図— —————————————— 21～22
理事会報告/生乳生産実績/辞令発令/退職者——— 23 研修生受入施設　愛称「ひだまり」に決定!!

愛称考案者　鶴居　齊藤 弘子 さん
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５
月
24
日
（
金
）、
鶴
居
村
総

合
セ
ン
タ
ー
で
、
第
13
回
通
常
総

会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
綱
領
を
出
席
者
全
員
で
斉

唱
し
、
武
藤
組
合
長
か
ら
開
会
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご

来
賓
の
皆
様
を
代
表
し
、
鶴
居
村

長  

大
石
正
行
様
、
Ｊ
Ａ
北
海
道

中
央
会
根
釧
支
所
長 

吉
田
重
彦

様
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

総
会
の
定
足
数
は
、
正
組
合
員

総
数
３
５
８
名
に
対
し
、
出
席
組

合
員
数
３
０
８
名
（
本
人
出
席
63

第13回 釧路丹頂農業協同組合通常総会

名
、
代
理
人
出
席
11
名
、
書
面
議

決
２
３
４
名
）
に
よ
り
総
会
は
成

立
し
、
議
長
に
幌
呂
地
区
・
藤
澤 

誠
氏
、
副
議
長
に
白
糠
地
区
・
對

木
隆
司
氏
が
選
出
さ
れ
、
議
事
を

進
行
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号 

建
物
施
設
整
備

積
立
金
（
定
款
第
65
条
に
定
め
る

目
的
積
立
金
）
の
設
定
に
つ
い
て

か
ら
議
案
第
12
号
迄
、
及
び
報
告

事
項
に
つ
い
て
順
次
上
程
さ
れ
、

質
疑
応
答
後
、
議
案
は
全
件
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
特
別
決

議
が
上
程
さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
ご

来
賓
の
皆
様
方
、
組
合
員
の
皆
様

方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
も
当
Ｊ
Ａ
事
業
運
営

に
対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を

賜
り
た
く
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（左）藤澤議長　（右）對木副議長

組合員からの質疑

鶴居村長
大石　正行 様

中央会根釧支所長
吉田　重彦 様
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第
13
回
通
常
総
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨
拶
申
上
げ
ま
す
。

　

元
号
が
５
月
よ
り
平
成
か
ら
令
和

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
多
く
の
大
災
害
に
見

舞
わ
れ
、
農
業
界
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

11
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
発
効
、
理
不

尽
極
ま
り
な
い
農
協
改
革
も
迫
ら

れ
、
ま
さ
に
激
動
の
30
年
で
し
た
。

生
産
基
盤
の
弱
体
化
に
よ
り
、
食
料

自
給
率
45
％
を
目
標
に
掲
げ
な
が
ら

も
実
態
は
38
％
と
厳
し
い
現
実
で

す
。
特
に
昨
年
の
４
月
に
改
正
畜
安

法
が
施
行
さ
れ
、
生
乳
の
販
売
先
を

自
由
に
選
択
出
来
る
制
度
に
改
正
さ

れ
、
組
合
員
の
動
向
が
注
視
さ
れ
ま

し
た
。
そ
う
し
た
中
、
当
農
協
で
も

指
定
団
体
以
外
へ
の
出
荷
者
が
出
て

し
ま
い
大
変
残
念
で
す
が
、
生
産
者

の
自
由
意
思
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
先
の
生

乳
需
給
状
況
を
勘
案
し
た
時
、
当
然

リ
ス
ク
を
抱
え
る
事
と
な
り
、
そ
れ

ら
を
念
頭
に
行
動
す
る
事
が
必
要
で

す
。
昨
年
の
９
月
に
発
生
し
た
胆
振

東
部
地
震
で
起
き
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
で
は
、
農
協
組
織
本
来
の
助
け
合

い
の
精
神
が
発
揮
さ
れ
、
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
事
が
出
来
、
一
致
団

結
し
て
行
動
す
る
事
が
必
要
で
あ
る

と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

当
農
協
も
平
成
18
年
に
合
併
以

来
、
１
０
０
戸
程
の
組
合
員
が
離
農

を
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
国
を
挙
げ
て

酪
農
基
盤
の
強
化
に
向
け
、
各
種
対

策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
流

れ
に
歯
止
め
を
掛
け
る
事
が
出
来
な

い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
当
農
協
の
対

応
と
し
て
、
２
０
１
４
年
に
策
定
し

た
第
2
次
中
期
計
画
で
は
、
生
乳
生

産
10
万
５
千
ト
ン
を
目
標
に
掲
げ
、

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
検
証

の
結
果
そ
の
数
量
こ
そ
達
成
で
き
な

か
っ
た
も
の
の
、
総
体
的
に
は
80
％

程
度
の
達
成
率
で
あ
り
ま
し
た
。
特

に
担
い
手
の
確
保
は
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
昨
年
建
設
し
た
研
修
生
受
入

施
設
を
最
大
限
に
活
用
し
、
積
極
的

な
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
労
働
力

の
確
保
、
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ

対
応
は
も
と
よ
り
、
哺
育
育
成
牧
場

の
整
備
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
立
ち

上
げ
、
複
数
戸
法
人
の
立
ち
上
げ
に

も
積
極
的
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
懇
等
で
説
明
も
し
、
ご

理
解
頂
き
ま
し
た
機
構
改
革
を
第
３

次
中
期
計
画
で
は
確
実
に
進
め
、
支

所
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
度
廃

止
し
、
事
業
別
事
業
部
制
に
移
行
し

新
し
い
体
制
と
致
し
ま
す
。
ま
た
、

賛
否
両
論
頂
き
ま
し
た
金
融
店
舗
の

窓
口
移
管
集
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、

最
長
で
３
年
間
の
収
支
状
況
を
見
て

結
論
を
出
し
ま
す
。
そ
の
間
、
支
所

体
制
の
廃
止
に
合
わ
せ
て
、音
別
店
・

幌
呂
店
を
効
率
化
店
舗
と
し
て
運
営

し
て
参
り
ま
す
。
更
に
、
収
支
が
厳

し
い
Ａ
コ
ー
プ
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、早
急
に
改
善
策
を
取
り
ま
と
め
、

組
合
員
の
皆
様
に
お
示
し
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
貯
金
残
高
が
２
０
０
億
円

以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
常
勤
監
事
の

設
置
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
整
備
も

図
っ
て
参
り
ま
す
。
組
合
員
・
職
員

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
は
痛
み
の
伴

う
改
革
で
す
が
、
今
、
国
か
ら
求
め

ら
れ
て
い
る
農
協
改
革
に
対
応
し
な

第
13
回 
通
常
総
会
挨
拶（
要
旨
）

代表理事組合長
武　藤　清　隆
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ＪＡ北 海 道 大 会 決 議 事 項 の 着 実 な 実 践 を 通じた
自 己 改 革 の 取り組 み に関 する 特 別 決 議

が
ら
、
組
合
員
の
負
担
軽
減
・
所
得

の
増
大
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
の
事
業
運
営
で
あ

り
ま
し
た
が
、
６
月
以
降
の
天
候
不

順
や
粗
飼
料
品
質
の
低
下
、
９
月
に

発
生
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
影
響

に
よ
り
、
生
乳
廃
棄
や
乳
房
炎
等
か

ら
、
一
時
的
な
低
下
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
規
模
拡
大
に
よ
る
増

頭
や
各
農
場
に
お
け
る
飼
養
管
理
へ

の
意
識
の
高
揚
等
か
ら
、
生
乳
生
産

は
回
復
基
調
に
な
り
最
終
的
に
は
10

万
1
千
５
５
３
ト
ン(

前
年
対
比
１

０
２
・
６
％)

と
な
り
ま
し
た
。
生

乳
廃
棄
に
よ
る
損
害
は
、
ホ
ク
レ
ン

よ
り
被
害
相
当
額
の
1
／
2
の
支
援

を
頂
き
、
当
農
協
に
お
き
ま
し
て
も

損
害
補
填
を
実
施
し
損
害
額
の
負
担

軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の
他
期
中

で
、
高
品
質
乳
出
荷
奨
励
事
業
で
６

千
万
円
余
り
、草
地
改
良
促
進
事
業
・

搾
乳
素
牛
増
頭
対
策
・
乳
用
牛
繁
殖

成
績
向
上
対
策
・
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
マ

イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
感
染
症
損
害
支
援
事

業
・
発
電
機
導
入
設
置
助
成
事
業
・

農
業
施
設
拡
大
支
援
事
業
・
新
規
就

農
担
い
手
対
策
サ
ポ
ー
ト
事
業
等
に

２
千
８
０
０
万
円
余
り
の
対
策
を
講

じ
た
他
、
生
乳
生
産
基
盤
緊
急
対
策

事
業
で
9
千
９
０
０
万
円
の
低
利
融

資
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

取
組
み
の
結
果
、
当
年
度
の
事
業
利

益
は
7
千
９
０
０
万
円
と
な
り
、
税

引
後
当
期
剰
余
金
は
1
億
１
０
０
万

円
を
計
上
し
、
剰
余
金
処
分
に
よ
り

所
要
の
準
備
金
、
積
立
金
に
よ
る
内

部
留
保
の
他
、
特
別
配
当
金
に
よ
る

組
合
員
還
元
を
措
置
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
改
め
て
関
係
各
位
に
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
一

度
、
協
同
組
合
精
神
に
立
ち
返
り
、

私
達
が
目
指
す
理
想
の
農
協
運
営
に

向
か
っ
て
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
日
の
ご
参
集
に
心
か
ら
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　ＪＡグループ北海道は、昨年11月に第29回ＪＡ北海道大会を開催し
た。大会では、「農業所得増大」「担い手確保・育成」「サポーターづ
くり」など、前回大会の決議事項を継承し加速・拡充していくこと、
協同組合の原点を改めて見つめ直し「新たな協同組合」の姿を継続的
に討議していくことを決議した。
　我々は、政府が主導する農協改革に対し、改革は自ら行うものとし
て、平成26年に定めた「ＪＡグループ北海道改革プラン」を皮切りに、
ＪＡ北海道大会での決議を通じて、真に組合員のためとなる改革を不
断の行いとして取り組んでいく。
　組合員・ＪＡ・連合会・中央会の各々が、役割を再確認するととも
に、将来ビジョンである「力強い農業」と「豊かな魅力ある農村」の
実現に向けて、協同の力と総合力をフルに発揮し、一丸となって大会
決議事項の着実な実践を通じた自己改革に取り組むものとする。

この特別決議は、満場一致で採択されました。

ＪＡ青年部部長
松下 雅幸 さん
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新　役　員　の　紹　介

役 員 の 職 務 分 担
１．執 行 体 制� （就任日：令和元年5月24日）

会 長 理 事 瀧　澤　義　一
代 表 理 事 組 合 長 武　藤　清　隆
代 表 理 事 専 務 千　葉　喜　好
常務理事（信用担当） 白　木　良　雄

理 事
五十嵐　政　敏、大　坂　博　文、松　下　　　勉
對　木　範　誉、藤　澤　常　行、成　田　純　哉

代 表 監 事 齊　藤　和　弘
監 事 寺　下　信　夫（員外）、石　動　　　稔（常勤）

２．専 門 委 員 会� （就任日：令和元年5月31日）

管 理 金 融 共 済

委員長　五十嵐　政　敏 委　員　千　葉　喜　好 委　員　藤　澤　常　行
委　員　對　木　範　誉 委　員　大　坂　博　文 委　員　成　田　純　哉
委　員　白　木　良　雄

営 農 経 済

委員長　大　坂　博　文 委　員　松　下　　　勉 委　員　千　葉　喜　好
委　員　對　木　範　誉 委　員　五十嵐　政　敏 委　員　成　田　純　哉
委　員　白　木　良　雄

融 資 協 議 会
委員長　松　下　　　勉 委　員　千　葉　喜　好 委　員　藤　澤　常　行
委　員　對　木　範　誉 委　員　成　田　純　哉 委　員　白　木　良　雄

上段 : 五十嵐政敏、對木 範誉、藤澤 常行、成田 純哉、寺下 信夫、石動 　稔
下段 : 松下　　勉、大坂 博文、武藤 清隆、瀧澤 義一、千葉 喜好、白木 良雄、齊藤 和弘
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新 役 員 就 任 に あ た っ て の 抱 負

瀧澤 会長

武藤 組合長

千葉 専務

白木 常務

五十嵐 理事

大坂 理事

松下 理事

　釧路丹頂農協の理事となり５期目を迎えました。４農協合併以来13年が経過し、農業及び
農協を取り巻く環境は大きく変化しております。ホクレンの副会長として在職９年目を迎え
る中、課題は山積しておりますが、どうすれば「組合員の所得向上及び経営の安定」に資す
るかを最優先に考え、今後において、引き続き取り組んでいく決意であります。

　過日開催の臨時理事会におきまして代表理事組合長の選任を受けました。その責任の重さ
に身が引き締まる思いです。
　３期目となります、今期につきましては、第３期中期計画の確実な実践が求められます。
　役職員一丸となって取り組み、組合員の皆様の経営・生活をしっかり守る為全力で取り組
みますので、どうか御協力の程宜しくお願い致します。

　理事２期目に代表理事専務に選任いただき重く受けとめております。酪農人生45年、経
営者として今日まで頑張れたのは、生活、子育て、教育の場として農業が最高の環境である
事が大きな点であります。今日その事が失われつつあることが残念であり、役員として農業
の原点について考える人間が一人居てもいいかと考えております。
　家族が健康で楽しく生活ができることを大切にし、そして最優先に考える役員でありたい
と思います。組合員皆様の御協力宜しくお願い申し上げます。

　５月の通常総会、その後の臨時理事会におきまして、引き続き常務理事として選任をいた
だきました。改めてその責任の重さを痛感しているところでございます。
　農協運営におきましては、通常総会で承認をいただきました第３次中期計画の重要課題を
解決していくことが必要です。中でも機構改革による金融店舗事務処理体制の見直し及びＡ
コープの運営方法の検討は特に重要な課題として再認識をし、役職員が一体となって取り組
んで行かなければならないと考えております。
　今後とも組合員の皆様が主役であるＪＡ運動に取り組んで参りたいと考えておりますの
で、特段のご指導・ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　この度、理事の推薦を頂き責任の重さを痛感しています。
　生産者が年々減少する今、労働力不足の解消や所得の向上を計る為、営農支援組織の利用、
繁殖管理の向上が重要だと思います。
　酪農家経済が良くなり、農協の更なる発展の為、そして若い酪農家が、夢や希望のもてる
環境になる様、これからも組合員の皆様に御指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。

　再度、営農経済委員長の選任を受け身の引き締まる思いです。よろしくお願いします。
　昨今の酪農経済は良好のように思われるが資材の高騰、労働力不足またＴＰＰ等不安要素
が山積しております。この様な中、哺育・育成牧場、ＴＭＲセンター等の支援組織の充実は
不可欠と思います。微力ではありますが、組合員の所得向上につながる様に尽力したいと思
います。更なる皆様のご指導、ご協力をお願い申し上げます。

　この度、このような機会を再度与えて頂き感謝を申し上げます。
　さて最近の私達の産業においては、少子高齢化による担い手、労働力不足等々課題は山積
しており、地域の営農支援組織の強化に向けて、地域の組合員と共に考え地域振興に微力な
がら努めて参りますのでご指導ご鞭撻の程を宜しくお願い申し上げます。
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對木 理事

藤澤 理事

成田 理事

齊藤 代表監事

寺下 員外監事

石動 常勤監事

　３期９年間常勤役員として努めさせていただきました。この間の組合員はもとより、行政
関係機関等、多くの皆様に対しまして深く感謝を申し上げます。
　今後共どうぞよろしくお願い致します。

　この度、３期目の推薦を頂き、微力ながらＪＡの赤字部門の自浄努力と組合員皆様の少し
でも所得向上に寄与できる様取り組んで参ります。
　クラスター事業で導入される農業機械や施設の整備及び畜産ＩＣＴの有効利用による省力
化や労働力の負担軽減に努力してまいります。今度いかに栄養価の高い粗飼料を生産及び確
保していくか、ＪＡの植生改善プロジェクトを有効活用して組合員所得の向上に取り組んで
参ります。

　この度、推薦を頂き理事となり身の引き締まる思いでおります。現在の酪農を取り巻く環
境は大きく変化し、２極分化が進み、また少子高齢化による担い手、労働力不足が深刻になっ
ており今後の大きな課題であります。
　この３年の任期の中微力ながら、若者達そして地域住民皆様の明るく活力のある振興に努
力してまいりたいと考えております。
　皆様のご指導を宜しくお願い申し上げます。

　この度、地域の方々のご推薦をいただき釧路丹頂農協代表監事に就任いたしました。
　改正農協法に伴う新たな監査制度や、ＪＡくしろ丹頂第３次中期計画の初年度にあたる中
での就任に身の引き締まる思いです。そして新米監事ということで多くの不安はありますが、
組合員や地域の方々に安心してＪＡを利用して頂けるよう、しっかりと職務を遂行して参り
たいと思います。
　最後に、新たな時代となり一層の国際化が進む今だからこそ、協同組合としての組織力を高
め次の世代へ続くＪＡくしろ丹頂になるよう、組合員皆様と共に歩んでいけたらと思います。

　員外監事として２期目を迎えることとなり身の引き締まる思いです。現在は農業や農協を
取り巻く環境が大きく変化して対応が難しい時代に入って来ていると思います。従って組合
員と役職員が、今まで以上に一体となって取り組んでいくことが重要かと思います。
　そのような中で釧路丹頂農業協同組合が更に発展していくように、微力ではありますが精
一杯努めさせて頂きます。組合員や役職員の皆様には今後ともご指導の程宜しくお願い致し
ます。

　私こと　定年間近を迎えこの度、５月24日付をもちましてＪＡくしろ丹頂を退職し、第
13回通常総会にて監事に選任され、その後の臨時監事会にて新設の常勤監事に就任致しま
した。
　振り返りますと、昭和54年４月に旧白糠町農協奉職以来、40年２ヶ月と云う長い年月が
過ぎ去っておりました。
　この間、目まぐるしく変転する昭和・平成の時代の流れの中を今日まで、大過なくＪＡ職
員として勤務させていただいたのも、ひとえに組合員の皆様をはじめ役職員並びに各連合会
のご指導とご厚情の賜物と心より感謝し、お礼を申し上げます。
　今般、新たな職責の常勤監事として、監事監査への組合員の期待は大きく、ＪＡの組織運
営において、果たす役割も重要なものとなっていますので、職員時代に培った経験を基に監
査業務を遂行し、更なる内部統制構築の一助になればと思っております。

6



退 任 役 員 へ 花 束 を 贈 呈 !!

研修生受入施設 愛称「ひだまり」に決定!!

　

通
常
総
会
終
了
後
、
改
選
に
よ
り
役
員
を
退
任
さ
れ

た
方
々
に
、
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
に
対
し
、
長
き
に
わ
た
り

ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
感
謝
の
意
を
表
し
、
花
束
を
贈
呈

致
し
ま
し
た
。

・
前
代
表
監
事　
　
　

澁　

谷　
　
　

博　

氏

・
前　

監　

事　
　
　

冨　

坂　

三　

春　

氏

　

本
年
４
月
に
不
慮
の
事
故
に
よ
り
逝
去
さ
れ
ま
し

た
、
故 

田
井
博
行
理
事
に
対
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
功
績
な
ど
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
開
会
前
に
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
12
月
に
完
成
し
た
、
研
修
生
受
入
施
設
の

愛
称
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
）
を
公
募
し
、
た
く
さ
ん
の
応
募

を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

厳
正
な
る
選
考
の
結
果
、
鶴
居
村
下
久
著
呂
の
齊
藤

弘
子
さ
ん
考
案
の
「
ひ
だ
ま
り
」
に
愛
称
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。「
研
修
で
疲
れ
て
帰
っ
て
も
、
ホ
ッ
と
す

る
居
場
所
」
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
通

常
総
会
時
に
齊
藤
弘
子
さ
ん
へ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
有
効
活
用
は
も
と
よ
り
末
永
く
愛
さ
れ

る
施
設
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

考案者の齊藤弘子さんへ記念品を贈呈

　依然として、農業・農協を取り巻く環境は厳しい状況下にあります。監事は独任制ですが
ＪＡ役員の一員であることを自負し、組合員・役職員が一枚岩となって迫りくる難局を打破
するために、共に力を合わせて当ＪＡの発展に寄与する考えでおりますので、今後とも特段
のご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げまして、退職並びに就任の挨拶とさせていただ
きます。
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釧路丹頂農協酪農振興会 通常総会開催

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
30
・
31
年
度
の
乳
価
に
つ

い
て
は
、
プ
ー
ル
乳
価
及
び
新
制

度
補
給
金
の
値
上
が
り
で
、
多
く

の
農
家
の
乳
代
単
価
が
１
０
０
円

を
超
え
、
個
体
販
売
価
格
も
依
然

高
値
で
推
移
し
、
農
家
所
得
は
確

保
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
更
な
る
生
乳
増
産
の
た

め
に
個
々
の
農
場
に
お
い
て
飼
養

管
理
の
充
実
を
図
っ
て
頂
き
、
５

年
以
内
に
は
生
乳
生
産
11
万
ｔ
を

目
指
す
生
産
基
盤
体
制
を
整
え
て

頂
き
た
く
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

議
長
は
、
鶴
居
支
部
の
高
橋
智

久
さ
ん
が
務
め
、
平
成
30
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
平
成

31
年
度
事
業
計
画
他
、
全
議
案
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
選
任
で
は
、
新
部
長
に
對

木
隆
司
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
新
体

制
は
上
記
の
と
お
り
決
定
し
、
総

会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

４
月
17
日
、
本
所
で
第
14
回
釧

路
丹
頂
農
協
酪
農
振
興
会
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

折
笠
文
則
会
長
は
、「
平
成
30

年
度
を
振
り
返
る
と
天
候
不
順
に

よ
る
１
番
牧
草
の
刈
遅
れ
、
デ
ン

ト
コ
ー
ン
の
不
作
に
よ
る
粗
飼
料

の
品
質
低
下
や
収
量
不
足
で
今
後

の
生
乳
生
産
が
懸
念
さ
れ
る
年
で

し
た
。
ま
た
、
９
月
に
発
生
し
た

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
り
生
乳
廃

棄
等
の
被
害
が
発
生
し
、
改
め
て

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
感
じ
、
災

害
に
強
い
生
産
基
盤
を
整
え
て
い

く
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

生
乳
生
産
に
つ
い
て
は
、
10
万

１
千
ｔ
と
目
標
の
10
万
ｔ
を
な
ん

と
か
達
成
し
今
後
は
更
に
順
調
な

生
乳
生
産
が
維
持
さ
れ
る
事
を
期

酪農振興会 新役員
会　　　長 對木　隆司 白　糠

副　会　長 藤澤　　誠 鶴　居

理　　　事 伊藤　和宏 鶴　居

〃 松井　俊治 鶴　居

〃 佐藤　一哉 音　別

〃 瀬戸　賢成 音　別

理事（農協常勤） 千葉　喜好 鶴　居

監　　　事 菱沼　和也 鶴　居

〃 松田　浩二 白　糠

挨拶する折笠会長

スムーズな進行に
勤めた高橋議長

後列左から菱沼監事、瀬戸理事、伊藤理事、松田監事
前列左から藤澤副会長、對木会長、佐藤理事
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第４１回 釧路Ｂ＆Ｗショウ 開催

　

５
月
11
日
、
釧
路
市
大

楽
毛
・
釧
路
農
協
連
共
進

会
場
で
釧
路
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
協
議
会
主
催
に
よ
る
第

41
回 

釧
路
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ

ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
６
Ｊ
Ａ
か
ら
、
計

62
頭
の
出
品
牛
が
集
ま

り
、
丹
羽
博
文
氏
（
別
海

町
酪
農
家
）
が
審
査
員
、

デ
ー
リ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス

は
、猿
渡
菜
美
香
さ
ん（
阿

寒
町
）
が
務
め
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、（
合
）

伊
深
フ
ァ
ー
ム
の
出
品
牛

ヘ
イ
チ
ヤ
ン 

ス
タ
ー
ブ

ラ
イ
ト 

ゴ
ー
ル
ド 

Ｄ 

ロ

ジ
ー 

Ｅ
Ｔ
（
５
歳
成
牛

ク
ラ
ス
）
が
み
ご
と
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝

い
た
他
、
当
Ｊ
Ａ
の
出
品

牛
は
各
部
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品

者
並
び
に
受
賞
者
は
表
の

と
お
り
で
す
。

増田さん１位決定の瞬間！うれしい受賞式　清水さん

やったぜ最高！

グランドチャンピオン牛と伊深洋平さん

審 査 員
丹羽　博文 氏
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２０１９ 北海道Ｂ＆Ｗショウ

釧路Ｂ＆Ｗショウ 入賞牛一覧表
グランドチャンピオン

ヘイチヤン・スターブライト・ゴールド・Ｄ・ロジー・ＥＴ 合伊深ファーム 西部

部 順位 名　　　　　　　号 出 品 者 地区

１部
2 ＴＫＳ デリア コウチヤン ドアー ＥＴ 清水　武志 鶴居

4 ＯＰ オラホーム サンライズ スツチヤン 植田　紘史 鶴居

２部
2 ウツズスター ジユデイー スプラツウーン タラ 林　　稔幸 西部

6 ＴＫＳ ドアマン ヤコブス マアーイツカ ＥＴ 清水　武志 鶴居

３部
4 Ｓ．Ｐ ルイスデール リリコ サーマ ＥＴ （農）高橋農場 鶴居

5 ＨＳＹ レーザ ブルツク スター 細谷　亮太 西部

４部
1 ＢＳ リラ ウインド ブロカウ ＥＴ ㈱大坂ファーム 西部

2 ウツズスター バレンタイン サーテイーン ローズ ＥＴ 林　　稔幸 西部

５部
1 ＴＫＳ モントレー フエイス 清水　武志 鶴居

3 ＩＦ アイデイ メリデイアン リリー ＥＴ 増田　一真 鶴居

６部 1 ＩＦ エルムランド マツカ メロメロ ＥＴ 増田　一真 鶴居

７部 3 ウツズスター エンペラー フオーテイーン レオ 林　　瑠輝 西部

８部 2 パラダイス マナー ランス モントレー 松田　浩二 西部

９部
2 ＫＷＦ アイデアル メイ マツカチエン ㈱敬和ファーム 西部

4 ＯＰ エムビービー ユニクス ラブラブ 植田　紘史 鶴居

10部
1 ヘイチヤン スターブライト クイーンガール ＥＴ 合伊深ファーム 西部

2 ＢＳ ロイグル ダイチーズ ＥＴ ㈱大坂ファーム 西部

13部 1 ヘイチヤン スターブライト ゴールド Ｄ ロジー ＥＴ 合伊深ファーム 西部

北海道Ｂ＆Ｗショウ 出品牛一覧（当ＪＡ分）
部 順位 名　　　　号 出 品 者（地区）

１部 17位ＴＫＳ デリア コウチヤン ドアー ＥＴ 清水　武志（鶴居）

２部 26位 ウツズスター ジユデイー スプラツウーン タラ 林　　稔幸（白糠）

５部 11位ＴＫＳ モントレー フエイス 清水　武志（鶴居）

９部 17位レデイホープ　キヤピタル　チツプ （農）清和農場（鶴居）

10部17位 ヘイチヤン スターブライト クイーンガール ＥＴ 合伊深ファーム（白糠）

14部 ５位 ヘイチヤン スターブライト ゴールド Ｄ ロジー ＥＴ 合伊深ファーム（白糠）

　

５
月
25
・
26
日
、
北
海
道
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
（
安
平

町
早
来
）
で
、
北
海
道
Ｂ
＆
Ｗ

シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
道
各
地
区
の
代
表
牛
３
１

３
頭
が
出
場
し
、
審
査
員
は
山

内 

誠
氏
（
北
見
市
酪
農
家
）

が
務
め
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
４
農
場
よ

り
６
頭
が
出
品
さ
れ
、（
合
）

伊
深
フ
ァ
ー
ム
の
ヘ
イ
チ
ヤ
ン 

ス
タ
ー
ブ
ラ
イ
ト 

ゴ
ー
ル
ド 

Ｄ 

ロ
ジ
ー 

Ｅ
Ｔ
が
第
14
部

（
育
成
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
）
で
５

位
に
入
る
な
ど
健
闘
を
み
せ
ま

し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

は
、
清
水
町
（
有
）
田
中
牧
場

の
出
品
牛
Ｔ
Ｍ
Ｆ 

ナ
デ
イ
ル 

ア
ツ
ト 

ア
ン
ナ 

エ
コ
ー
（
第

14
部
６
歳
以
上
成
牛
ク
ラ
ス
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
出
品
者
の
成
績
は
表

の
と
お
り
で
す
。

来たぜ俺たちの舞台

お疲れ様でした
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Tel.011-802-6570    Fax.011-802-6579
●お問い合わせ先 enRoute札幌支店

技能認定対象機種「AC1500」が
マイナーチェンジしました
《改良点》
●自動離着陸機能の追加
●プロペラが折り畳み式となり、脱着が不要
●バッテリーの取り付けが簡略化
●キャノピーを開閉式に変更
●フィルターの脱着の簡略化
●タンクの脱着簡略化・薬剤注入口の大径化・目盛りの追加
これらの改良で、より一層の操作性向上、防除作業の効率化
を実現します。
※これまでに AC1500 の技能認定資格をお持ちの方も当機
を操縦可能です。

ホクレンと産業用ドローンメーカー エンルートが連携し、
農業用ドローンの技能認定講習「エンルートアカデミー」
を開講しています。ここでは、ドローンでの農薬散布に
必要な技能認定資格を最短3日間で取得できます。ドロー
ンパイロットになって、農作業を効率化しましょう。

●受講期間：3月下旬～11月中旬 ※ご希望の日程を調整します
●受講場所：ホクレン長沼研究農場 長沼町東9線南2番地
●実施人数：1講習当たり3～4人
●対象機種：AC1500（9ℓタイプ）、AC940D（5ℓタイプ）

エンルートアカデミー

 3日間で
ドローン
パイロットに
なろう

自 販 機 設 置 者 募 集 中
ご興味のある方は、右記までご連絡ください。 北海道コカ・コーラボトリング株式会社　広報・ＣＳＲ推進部　電話 .011-888-2091

いた

さま

ため

いた

い

始

HOKUREN AGRIPORT  33

「農作業安全祈願祭」　無事故を祈願!!

酪農支援自販機　～各Ａコープ店前に設置～

　

４
月
22
日
、
本
所
で
平
成
31

年
度
釧
路
丹
頂
農
協
農
作
業
安

全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
藤
組
合
長
を
は
じ
め
、
鶴

居
村 

大
石
正
行
村
長
、
ホ
ク

レ
ン
釧
路
支
所 

西
野 

一
支
所

長
等
各
関
係
機
関
の
代
表
者
が

出
席
し
、
玉
串
奉
奠
等
の
神
事

を
執
り
行
な
い
ま
し
た
。

　

對
木
前
専
務
が
「
交
通
事
故

並
び
に
農
作
業
事
故
撲
滅
宣

言
」
を
、
釧
路
丹
頂
農
協
青
年

部 

松
下
雅
幸
部
長
が
「
交
通

安
全
宣
言
」を
行
な
い
ま
し
た
。

　

武
藤
組
合
長
は
、「
忙
し
く

な
っ
て
く
る
と
疲
れ
に
よ
る
注

意
力
散
漫
、
少
し
の
油
断
が
一

生
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル

を
握
る
時
は
、
常
に
心
に
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
な
が
ら
作
業
等
に

あ
た
っ
て
頂
き
た
い
。」
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。
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　  貴重な酪農実習体験を終えて・感想文 No.2
※2月24日～ 3月2日及び3月18 ～ 27日、日本獣医生命科学大学の２年生と３年生９名が
　来所し、各農場へ実習に入りました。実習を終えた感想文の報告２回目です。

受
入
先
・
北
村
康
浩 

農
場

　

私
は
、
こ
の
実
習
を
通
じ
て

貴
重
な
体
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
実
習
の
初
日

か
ら
出
産
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
も
逆
子
の
出
産

を
見
学
し
た
。
さ
ら
に
次
の
出

産
で
は
双
子
の
出
産
に
立
ち
会

う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
普

通
の
出
産
の
手
伝
い
も
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
10
日
間
で

逆
子
、
双
子
、
通
常
の
出
産
を

経
験
で
き
る
の
は
な
か
な
か
無

い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

喜
ば
し
い
出
来
事
の
一
方
で

悲
し
い
経
験
も
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
双
子
を
生
ん
だ
母
牛
は

出
産
を
終
え
た
次
の
日
に
死
ん

で
し
ま
っ
た
の
だ
。
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
だ
が
そ
の
母
牛
は
ビ

ク
リ
と
も
動
か
ず
、
目
は
光
な

く
開
い
た
ま
ま
だ
っ
た
。
い
ま

ま
で
実
習
期
間
が
み
じ
か
く
死

を
経
験
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た

が
経
験
し
て
み
る
と
や
は
り
悲

し
く
心
に
く
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
頭
、
違
う
形

で
は
あ
る
が
同
じ
運
命
を
た
ど

ろ
う
と
し
て
い
る
牛
が
い
る
。

実
習
中
盤
に
さ
し
か
か
っ
た
と

こ
ろ
で
起
き
た
こ
と
だ
が
、
そ

の
牛
は
牛
舎
で
転
倒
し
て
下
半

身
が
い
う
こ
と
を
き
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
何
度

か
ミ
ニ
ロ
ー
ダ
ー
を
使
っ
て
リ

ハ
ビ
リ
を
試
み
た
が
い
っ
こ
う

に
良
く
な
る
気
配
が
な
く
、
こ

の
ま
ま
で
は
処
理
場
に
送
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
人
懐
っ
こ
い
牛

だ
っ
た
の
で
一
層
悲
し
い
。
牧

場
の
方
も
か
わ
い
が
っ
て
い
た

よ
う
で
と
て
も
残
念
が
っ
て
い

た
。

　

経
済
動
物
で
あ
る
か
ら
に
は
、

区
切
り
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら

な
い
が
私
に
は
同
じ
こ
と
が
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
虫
や
小
動
物

を
殺
す
の
と
は
訳
が
違
う
。
命

に
優
劣
を
つ
け
る
の
は
良
く
な

い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
私
よ
り

も
は
る
か
に
大
き
い
動
物
の
生

き
死
に
を
管
理
す
る
の
は
非
常

に
た
い
へ
ん
な
こ
と
だ
。

　

生
き
物
と
関
わ
る
の
は
楽
し

く
も
あ
り
、
つ
ら
く
た
い
へ
ん

だ
が
酪
農
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
的
な

面
が
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
た
。

借
金
は
こ
わ
い
け
れ
ど
も
酪
農

の
規
模
を
う
ま
く
拡
大
で
き
れ

ば
そ
れ
だ
け
お
金
を
生
み
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。
何
千
万
円
も

す
る
高
額
な
重
機
を
買
っ
た
り
、

自
動
搾
乳
機
を
導
入
す
れ
ば
よ

り
お
金
を
産
出
で
き
る
の
が
魅

力
的
だ
。
も
ち
ろ
ん
上
手
に
お

金
を
つ
か
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
し
、
牛
を
殺
す
よ
り
残
酷
な

こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

大
学
で
多
く
を
学
べ
ば
そ
う

い
っ
た
問
題
と
う
ま
く
立
ち
ま

わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
実
習
を
終
え
て
私
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

牛
か
ら
は
様
々
な
こ
と
を
体
験

し
、
牧
場
の
方
は
優
し
く
丁
寧

に
物
事
を
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、

酪
農
が
ど
の
よ
う
に
成
り
立
っ

て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
良
か
っ
た
。
こ
の
実
習
が
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
が
悲
し
い
と

思
え
る
ほ
ど
充
実
し
た
実
習

だ
っ
た
。
ぜ
ひ
機
会
が
あ
れ
ば

ま
た
来
て
、
実
習
を
う
け
た
い
。

受
入
先
・
松
井
俊
治 

農
場

　

私
は
３
月
18
日
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
５

４
３
便
で
釧
路
空
港
に
到
着
し

ま
し
た
。
１
日
目
は
緊
張
し
な

が
ら
ど
ん
な
農
家
だ
ろ
う
？
初

心
者
で
も
仕
事
は
で
き
る
か
？

と
か
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
農

大串　　隼 さん

本郷　圭祐 さん
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家
に
着
い
た
時
に
は
社
長
は
家

に
お
ら
ず
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
が
手
厚
い
歓
迎
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

初
日
か
ら
夕
方
の
作
業
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

が
っ
つ
り
な
仕
事
は
せ
ず
に
社

長
の
仕
事
を
見
学
し
て
い
ま
し

た
。
見
学
し
て
い
る
だ
け
で
多

く
の
事
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
初
日
に
Ｆ
１
個
体
が

産
ま
れ
る
と
こ
ろ
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
飛

行
機
で
の
移
動
で
思
っ
て
い
た

よ
り
も
疲
れ
て
い
た
の
か
一
日

目
は
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
い
ま
し

た
。
２
日
目
は
５
時
半
か
ら

が
っ
つ
り
作
業
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
外
国
人
の
ガ
ー
さ
ん
と

一
緒
に
若
牛
の
牛
舎
を
掃
除
し

ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
ま
ず

牛
糞
を
掃
除
し
、
お
が
屑
を
補

充
し
、
乾
草
を
与
え
る
と
い
う

仕
事
で
し
た
。
シ
ン
プ
ル
な
仕

事
で
す
が
、
松
井
牧
場
の
牛
達

は
人
に
慣
れ
て
い
る
の
で
作
業

中
な
ど
で
も
頭
を
こ
す
り
つ
け

て
く
る
の
で
掃
除
が
と
て
も
大

変
で
し
た
。
そ
の
後
は
泌
乳
牛

の
食
べ
残
し
を
乾
乳
牛
へ
与
え
、

仔
牛
へ
ミ
ル
ク
を
や
り
ま
し
た
。

昼
の
作
業
で
は
一
人
一
人
普
段

や
ら
な
い
よ
う
な
仕
事
を
し
ま

す
。
初
日
は
牛
達
の
背
中
の
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
で
し
た
。
夕
方
は

牛
糞
の
掃
除
、
搾
乳
前
の
乳
拭

き
、
餌
場
の
整
理
、
泌
乳
牛
の

餌
や
り
で
す
。
北
海
道
の
夜
は

牛
舎
の
中
に
居
て
も
と
て
も
寒

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
初
日
か
ら

外
国
人
の
カ
ミ
ル
君
と
ガ
ー
さ

ん
と
仲
良
く
な
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。

　

基
本
的
な
作
業
に
加
え
、
３

日
目
、
４
日
目
は
仕
事
に
慣
れ

て
く
る
と
ミ
ル
ク
管
の
掃
除
や

ゼ
ロ
ラ
イ
ト
撒
き
な
ど
の
仕
事

が
増
え
ま
し
た
。
た
だ
漠
然
と

仕
事
を
す
る
の
で
は
な
く
、
な

ん
の
た
め
に
こ
の
仕
事
を
す
る

の
か
な
ど
の
疑
問
を
持
ち
な
が

ら
仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ゼ
オ
ラ
イ
ト
を
撒
く
意
味
は
水

分
を
吸
う
、
消
毒
な
ど
の
理
由

が
あ
り
ま
す
が
一
番
の
理
由
は

す
べ
り
止
め
だ
っ
た
の
で
す
。

貴
重
な
実
習
の
中
で
少
な
い
時

間
で
多
く
の
疑
問
を
見
つ
け
、

質
問
す
る
こ
と
が
一
番
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
し
た
。
松
井
牧
場
の
牛
達
は

搾
乳
す
る
の
に
コ
ツ
が
あ
り
、

最
初
の
方
は
搾
乳
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
実
習
後
半
に
は
ス

ム
ー
ズ
に
搾
乳
で
き
て
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

実
習
最
終
日
に
し
て
、
体
調

を
崩
し
て
し
ま
い
、
松
井
牧
場

の
方
々
、
農
協
の
職
員
の
方
々
、

大
学
の
先
生
方
に
多
大
な
迷
惑

と
心
配
を
か
け
て
大
変
申
し
訳

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の

体
調
を
知
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
仕
事
の
内
だ
と

重
々
感
じ
ま
し
た
。
農
家
の
仕

事
は
朝
早
く
か
ら
晩
ま
で
仕
事

を
す
る
の
で
社
長
に
は
一
番
迷

惑
を
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

社
長
は
「
ま
た
来
い
」
と
お

し
ゃ
っ
て
く
れ
て
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
実
習
で
ど
こ
の

農
家
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
も

自
分
の
体
調
管
理
を
し
っ
か
り

し
よ
う
と
感
じ
た
実
習
に
な
り

ま
し
た
。

受
入
先
・
㈱
敬
和
フ
ァ
ー
ム

　

私
は
、
今
回
の
Ｊ
Ａ
く
し
ろ

丹
頂
の
実
習
で
初
め
て
北
海
道

に
来
ま
し
た
。
初
め
て
の
北
海

道
で
の
実
習
と
い
う
こ
と
も
あ

り
と
て
も
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
実
際
に
実
習
に
来
て

み
る
と
そ
ん
な
不
安
は
き
れ
い

さ
っ
ぱ
り
無
く
な
り
ま
し
た
。

受
け
入
れ
酪
農
家
さ
ん
が
と
て

も
優
し
か
っ
た
こ
と
が
本
当
に 松下　桃子 さん
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救
い
で
し
た
。
私
は
過
去
に
実

習
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
そ
の

時
は
厳
し
く
実
習
が
と
て
も
嫌

い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

こ
こ
は
ご
飯
は
美
味
し
い
し

ず
っ
と
優
し
く
接
し
て
く
れ
る

し
最
高
で
し
た
。
こ
ん
な
に
優

し
く
し
て
く
れ
る
な
ら
私
も
行

動
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張

ろ
う
と
思
い
10
日
間
真
剣
に
頑

張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
習
に
来
て
か
ら
１
週
間
目

に
人
工
授
精
師
さ
ん
の
仕
事
に

一
日
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ

と
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
体

験
に
成
り
ま
し
た
。
私
は
人
工

授
精
師
に
な
る
夢
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
人
工
授
精
師
の
仕
事
を

傍
で
見
る
の
は
貴
重
で
あ
り
、

一
日
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
事

で
人
工
授
精
師
の
お
お
ま
か
な

ス
ケ
ー
ジ
ュ
ー
ル
を
知
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
直
腸
検
査
で
は

大
学
の
実
習
で
は
子
宮
を
上
手

く
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
確
実
に
触
れ
て
感

触
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

感
動
し
ま
し
た
。
子
宮
頸
管
は

教
科
書
で
習
っ
た
通
り
に
硬
く
、

黄
体
は
丸
く
ぶ
よ
ぶ
よ
し
て
い

ま
し
た
。
ま
だ
自
分
一
人
で
は

見
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
東
京
に

戻
っ
た
ら
猛
勉
強
を
し
て
知
識

と
手
の
感
覚
を
鋭
く
し
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
同
行

で
将
来
自
分
が
人
工
授
精
師
に

な
っ
て
い
る
姿
を
想
像
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
が
と
て
も
大
き

い
し
、
夢
を
目
指
す
良
い
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

一
日
お
世
話
に
な
っ
た
人
工
授

精
師
の
斎
藤
さ
ん
に
は
感
謝
で

一
杯
で
す
。
仕
事
を
し
て
い
る

姿
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。

　

牧
場
で
の
実
習
で
は
搾
乳
、

餌
や
り
、
除
糞
、
子
牛
へ
の
ミ

ル
ク
あ
げ
、
清
掃
の
一
通
り
を

や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
朝

５
時
か
ら
の
作
業
は
眠
く
て
本

当
に
大
変
で
し
た
が
仕
事
終
わ

り
に
食
べ
る
朝
食
を
楽
し
み
に

す
る
こ
と
で
頑
張
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
個
人
的
に
作
業
の

中
で
一
番
子
牛
へ
の
ミ
ル
ク
あ

げ
が
好
き
で
し
た
。
清
掃
は
腕

が
筋
肉
痛
に
な
っ
て
意
外
と
キ

ツ
か
っ
た
で
す
。
搾
乳
は
大
き

い
牛
と
触
れ
合
え
る
の
で
良

か
っ
た
で
す
。

　

10
日
間
の
実
習
を
こ
ん
な
に

短
く
感
じ
た
の
は
初
め
て
で
し

た
。
そ
う
感
じ
る
こ
と
が
出
来

た
の
は
私
を
温
か
く
受
け
入
れ

て
く
れ
た
成
田
さ
ん
夫
婦
の
お

か
げ
で
す
。
毎
日
美
味
し
い
ご

飯
を
食
べ
る
こ
と
が
出
来
て
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
食
事

中
に
す
る
会
話
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
実
習
を
難
な
く
こ
な
せ

た
の
は
こ
の
二
人
の
お
か
げ
で

す
。
北
海
道
に
来
て
良
か
っ
た

釧
路
に
来
て
良
か
っ
た
そ
う
思

え
た
10
日
間
で
し
た
。
来
年
度

の
夏
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た

こ
こ
の
牧
場
に
来
て
、
半
年
間

で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
姿
を
見

せ
た
い
で
す
。
本
当
に
10
日
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

絶
対
に
こ
の
恩
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

大
学
に
戻
っ
て
も
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。
釧
路
最
高
で
す
。

実習期間中、お世話になり大変ありがとうございました!!
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搾
乳
後
に
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
液
は
ほ

と
ん
ど
使
っ
た
こ
と
が
な
い
、
搾
乳

手
順
は
い
わ
ゆ
る
推
奨
さ
れ
る
手
順

か
ら
は
や
や
か
け
離
れ
て
い
る
、
ミ

ル
カ
ー
の
性
能
に
も
ち
ょ
っ
と
問
題

が
あ
る
…
。

　

で
あ
り
な
が
ら
も
乳
質
は
そ
れ
ほ

ど
悪
く
な
い
、
む
し
ろ
結
構
上
手
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

た
農
場
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
一
体
ど
う
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
？

　

乳
房
炎
に
取
り
組
も
う
と
す
る
と

多
く
の
関
係
機
関
の
人
は
、
ど
う
し

て
も
学
術
的
に
と
ら
え
て
考
え
て
し

ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
体
細
胞
の

正
体
は
何
で
あ
る
の
か
、
原
因
菌
は

何
で
ど
こ
に
い
る
か
、
各
菌
に
対
応

で
き
る
抗
生
物
質
は
何
か
、
乳
頭
口

を
キ
レ
イ
に
し
て
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

な
い
搾
乳
手
順
や
ミ
ル
カ
ー
の
性
能

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
…
と
い
っ
た
こ

と
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
乳
房
炎
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
く
上
で
欠
か
せ

な
い
知
識
で
あ
っ
て
、
軽
視
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
現
実
の
結
果
は
、
常
に
乳

牛
が
示
し
て
い
ま
す
。
最
終
的
な
結

果
が
良
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
が
す
べ
て
正
解
で
は
な
か
っ

た
に
せ
よ
、
総
合
力
と
し
て
高
い
も

の
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。

し
か
し
期
待
値
に
届
か
な
い
結
果
に

あ
っ
て
は
、
部
分
の
取
り
組
み
な
ど

は
非
常
に
優
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
ど
こ
か
に
大
き
な
ウ
イ
ー

ク
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
こ
と
が
総
合

力
を
損
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
「
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
な
ん
か

し
な
く
て
も
関
係
な
い
ぞ
」
と
い
う

の
は
Ａ
さ
ん
に
は
正
解
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
を
全
体
論
に
拡
張
し
て
論
じ
る

こ
と
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
房
の
周
辺
に
環
境
性
連
鎖
球
菌

（
Ｏ
Ｓ
）
や
表
皮
ブ
ド
ウ
球
菌
（
Ｃ

Ｎ
Ｓ
）
な
ど
が
多
く
な
る
ほ
ど
、
乳

房
炎
の
感
染
リ
ス
ク
は
高
ま
る
の
は

必
然
で
す
。
こ
う
し
た
菌
が
あ
ま
り

に
多
く
、
そ
し
て
い
つ
も
乳
牛
に
付

き
ま
と
う
状
態
に
あ
っ
て
は
乳
房
炎

の
発
症
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
非
常
に
高
い
衛
生
レ
ベ

ル
と
は
い
か
ず
と
も
、
そ
こ
そ
こ
及

第
点
レ
ベ
ル
を
し
っ
か
り
と
維
持
し
、

な
お
か
つ
こ
う
し
た
環
境
性
原
因
菌

に
乳
牛
自
身
が
十
分
に
対
抗
で
き
る

免
疫
力
を
有
し
て
い
れ
ば
、
た
や
す

く
乳
房
炎
に
罹
患
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ

あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
あ
る
試
験
で
、
乳
牛
に
し
て
は

い
け
な
い
と
さ
れ
る
事
項
、
つ
ま
り

乳
頭
が
や
や
汚
れ
た
状
態
で
搾
乳
す

る
、
搾
乳
刺
激
か
ら
ユ
ニ
ッ
ト
装
着

タ
イ
ミ
ン
グ
を
無
視
、
過
搾
乳
、

デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
な
し
と
い
っ
た
こ
と

を
数
日
間
試
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

元
気
な
乳
牛
は
こ
れ
ら
の
影
響
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
乳
房
炎
を
発
症
さ

せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

つ
ま
り
少
々
の
不
都
合
は
乳
牛
の
高

い
健
康
（
免
疫
）
レ
ベ
ル
が
あ
れ
ば
、

対
処
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

た
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

分
娩
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
や
ケ

ト
ー
シ
ス
、
カ
ビ
毒
や
暑
熱
、
管
理

者
か
ら
の
乱
暴
な
扱
い
な
ど
に
さ
い

な
ま
さ
れ
た
乳
牛
は
、
免
疫
力
を
低

下
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た

条
件
下
に
あ
っ
て
は
、
や
は
り
相
応

の
レ
ベ
ル
の
対
処
を
施
さ
な
け
れ
ば
、

通
常
は
た
ち
ま
ち
撃
退
し
て
い
る
菌

の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

元
気
な
乳
牛
！
、
乳
房
炎
抑
制
の

た
め
に
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

要
所
で
す
。

※
情
報
提
供
は
釧
路
農
協
連
よ
り

乳質改善ＰＪ情報局
第８号乳質改善プロジェクト

牛
が
が
お
る
と
何
か
と
面
倒
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
牧
草
食
害
が
各

地
で
発
生
し
て
お
り
、
牧
草
収
量
低

下
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
食
害
調
査
結
果
と
対
策

事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１　

意
識
調
査

　

始
め
に
現
状
把
握
の
た
め
、
Ｊ
Ａ

く
し
ろ
丹
頂
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

鶴
居
村
の
農
業
者
の
方
に
エ
ゾ
シ
カ

食
害
へ
の
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
（
回
答
率
約
50
％
）。

　

調
査
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

「
最
近
牧
草
食
害
が
増
え
て
い
る
」

と
実
感
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
（
図
１
）。
ま
た
、
約
80
％
の

方
が
「
牧
草
食
害
に
困
っ
て
い
る
」

と
答
え
て
お
り
（
図
２
）、
食
害
が

村
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
様
子
が
伺

え
ま
し
た
。

２　

具
体
的
な
食
害
状
況

　

Ｈ
29
年
に
Ａ
農
場
の
草
地
に
食
害

を
防
ぐ
１
㎡
の
防
護
柵
を
設
置
し
、

柵
内
と
柵
外
の
収
量
調
査
を
行
い
ま

し
た
（
写
真
１
）。
そ
の
結
果
、
１

番
草
で
1.3
ｔ
／
（
約
40
％
）
の
食
害

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
（
図
３
）。

３　

対
策
事
例
（
電
気
柵
）

　

鶴
居
村
の
Ｂ
農
場
で
は
、
電
気
柵

導
入
意
思
決
定
支
援
シ
ー
ト（
表
１
）

を
用
い
た
試
算
結
果
か
ら
、
電
気
柵

の
導
入
を
決
め
ま
し
た
。

　

Ｈ
30
年
は
、
新
播
草
地
２
ほ
場
17 

ha
に
電
気
柵
を
設
置
し
ま
し
た
（
写

真
２
）
収
量
調
査
の
結
果
、
１
番
草

は
鶴
居
村
平
均
収
量
に
対
し
て
44
％

多
く
収
穫
で
き
ま
し
た
（
図
４
）。

６　

最
後
に

　

新
播
草
地
に
設
置
す
る
だ
け
で
も

効
果
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
電
気
柵

の
導
入
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

食
害
対
策
を
ご
検
討
の
際
は
、
普

及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
を
！

①最近食害は増えたと感じますか？
図１　意識調査結果（n＝41）

②牧草食害に困ってますか？
図２　意識調査結果（n＝41）写真１　防護柵と収量調査

写真２　電気柵設置作業

図３ 収量調査結果

写真４ １番草収量比較

表１　電気柵導入意志決定支援シート

16

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
食
害

～
調
査
結
果
と
対
策
事
例
～
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　ＮＨＫ連続テレビ小説「なつぞら」をご覧になっていますでしょうか？ＪＡ北海道中央会のフェ
イスブックページでは、４月23日より「なつぞらに関する投稿」を不定期
ながら発信しています。
　ドラマでは当時の農業や農村の様子だけはなく、農協（ＪＡ）について
も、取り上げられていることから、北海道農業をサポートするＪＡグルー
プ北海道として、ドラマの感想も含め、関連する北海道農業・酪農の歴史
や魅力、ＪＡに関する歴史・話題などをお届けしてゆく予定です。フェイ
スブックにて検索頂きＪＡ北海道中央会のページに「いいね！」「ページ
をフォローする」をタップ頂きますと、記事が表示されるようになります
ので、ご覧いただけると幸いです。フェイスブックページで

「ＪＡ北海道中央会」で検索するか、または、こちらのアドレスからどうぞ
⇒　https://www.facebook.com/jahokkaido

　ＪＡバンク北海道では、スポーツ振興や地域
振興の観点から、「日刊スポーツ豊平川マラソ
ン」への協賛を行い、今年で４年目となります。
ゼッケンに「ＪＡバンク北海道」ロゴを掲出し、
特設ブースには新キャラクター「よりぞう」も
駆け付け、一緒に写真撮影を
された方に「よりぞう」シー
ルをプレゼントしました。
　「よりぞう」が登場すると、
たくさんの子供たちに囲まれ、
大会を大いに盛り上げました。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康
を守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図
ることを目的として、広報誌「すまいる」を発
行しております。
　年３回発行しており、様々な医療・健康情報
を発信しております。
　ホームページにも
バックナンバーを掲
載しておりますので、
是非ご一読ください。

　ＪＡ共済連では、道内の８校（中・高等学校）
にて、スタントマンが危険な自転車走行に伴う
交通事故場面を再現し、生徒が事故の危険性を
疑似体験する（スケアード・ストレイト教育技
法）自転車交通安全教室を開催します。
ＪＡ共済連は、本活動を通じて交通事故の未然
防止を図り、次世代を担
う子供たちの育成と安全
な生活環境づくりに貢献
していきたいと考えてお
ります。

　ホクレンは創立100周年を迎えた４月18日、札
幌パークホテルにて会員ＪＡ・取引先をはじめとす
る皆様にご臨席いただいて記念式典を開催し、続
けて祝賀会も開催しました。祝賀会では100周年
の節目にあらためて設定したホクレンの経営理念
～わたしたちは生産者のための協同組合として会
員ＪＡと連携した事業を通
じ、共生の大地北海道か
ら、「農」と「食」の未来を
担います～が内田会長よ
り発表されました。

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内
容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容は
ＷＥＢサイトをご覧ください。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連
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ペンネームMさん

まだ五月なのに
暑い！

６ 月 の 問 題
6 4 A 1 8 7

2 8 9 7 3 5 1 4
1 2 4 B

7 1 2 9
8 9 3 5 7 2 D

4 3 2 C 6
7 1 8 6

6 3 1 E 8
7 3 F 今回の答えは次月号

に掲載するよっ！！

ナンプレにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～
※問題を解くカギは下に書いてるよ! 気軽にやってみて!!リフレッシュ

できるかは、
あなた次第!? ★ ナンプレのルール ★

【１】 どのタテ一列にも１～９の数字が１個ずつ入る。
【２】 どのヨコ一列にも１～９の数字が１個ずつ入る。
【３】�区切られた３×３のどのブロックにも１～９の数

字が１個ずつ入る。

ルールを言いかえると
【Ａ】どのタテ一列にも同じ数字は入らない。
【Ｂ】どのヨコ一列にも同じ数字は入らない。
【Ｃ】�区切られた３×３のどのブロックにも同じ数字は

入らない。

5
月
の
答
え

・�正解者３名の方にすてきなプレゼントをさ
しあげます。

　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせてい
ただきます。

《応募方法》左下の部分を本所 企画管理係ま
でFAX（0154-64-2315）をいただくか、切り
取っていただき各支所の総務係迄お渡しください。
《締め切り》2019年７月16日まで
　当選者の発表は７月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

キリトリ

A B C D E F

A B C D E F

9 3 9 4 1 8

住所

氏名

電話番号

ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

ペンネーム（　　　　　　　　）

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

キ
リ
ト
リ

ナンプレ　６月の答え

2 8 3 7 1 4 9 5 6
1 9 5 2 6 8 7 4 B

3

4 6 7 5 3 A
9 2 1 8

3 4 2 1 9 7 8 6 5
8 1 C

9 6 2 5 3 7 D
4

5 7 6 4 8 3 1 9 2
7 5 8 9 4 2 6 3 1
9 3 1 8 5 6 4 2 7
6 2 4 3 7 E

1 5 F
8 9

・つぶやきコーナー

・中尾　幹夫さん　　・大石　雅明さん
・増川　純仁さん

おめでとうございます!!
５月号の当選者
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藤澤　常行
瀧澤　義一
松下　　勉

武藤　清隆 大坂　博文
對木　範誉 成田　純哉

五十嵐政敏千葉　喜好 学識経験理事
白木　良雄 理　事　会 代表監事

齊藤　和弘
員外監事

寺下　信夫
常勤監事

石動　　稔監　事　会

総　　会

常務理事（信用担当）
白 木 良 雄

管 理 部
部 長 長谷川　 隆

金融共済部
部 長 丹 羽　　満

営　農　部
部 長 西 村 隆 志

購　買　部
部 長 金 森 重 彰

幌　呂　支　所
支所長 畜産生産部長兼務

白　糠　支　所
支所長 石 渡 正 志
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 「農作業安全祈願祭」を終え、牧草の収穫作業など夏の農作業繁忙期を迎えました。
安全祈願祭で武藤組合長の挨拶にもありました、事故はいつどこで起きるかわから
ず、ちょっとした油断が一生取り返しのつかない事態につながりかねないという事
を心に刻みつつ運転や農作業にあたる必要があります。そして事故なく健康で一年
を過ごせることを願っております。

■平成31年度 　生乳生産実績（５月）
月計乳量（kg） ５月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,833,833.7 98.9 17,226,364.0 98.8
鶴 居 地 区 3,333,241.8 101.9 6,498,988.4 101.6
幌 呂 地 区 2,339,963.2 102.0 4,558,226.4 101.7
白 糠 地 区 1,744,784.9 96.7 3,408,959.2 97.1
音 別 地 区 1,415,843.8 90.4 2,760,190.0 90.5

管 内 計 46,024,020.2 99.3 89,210,665.2 98.7
（前年度管内計） 46,363,931.0 90,384,852.6

辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

丹　羽　　　満 金融共済部 部長兼共済課長 金融共済部 共済課長
（令和元年６月１日付）

氏　　名 新　所　属 旧　所　属
安　藤　資　章 営農部 農業振興課農業振興係 釧路西部JA生乳共同検査運営協議会（管理部付出向）
阿　部　義　隆 畜産生産部 販売課販売係 株式会社 ジェイエーコムズ（管理部付出向）

（令和元年５月24日付）

理　事　会　報　告
5月臨時理事会　令和元年5月24日（金）

付議事項　�
議案第１号　代表理事の選任について
議案第２号　�会長、組合長及び専務の選任

について
議案第３号　�常務・信用担当理事の選任に

ついて

議案第４号　�専門委員会並びに関係団体等
の委員・役員の選任について

議案第５号　�退任理事に対する退職慰労金
の支給について

議案第６号　理事の報酬の配分について
※以上選任および承認されました。

5月定例理事会　令和元年5月31日（金）

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．４月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．理事に対する資金の貸付報告について
６．�決算状況について（一般社団法人　釧

路市音別町農業振興公社）

付議事項　�
議案第１号　�専門委員会並びに関係団体等

の委員・役員の選任について
議案第２号　�常勤理事の事務引継に係る立

会人について
議案第３号　�行政庁に提出する業務報告書

及び連結業務報告書について
議案第４号　�組合業務及び財産（連結含む）

の状況に関する情報開示につ

いて
議案第５号　�回転出資金の出資への振り向

けについて
議案第６号　融資の承認について
議案第７号　�平成３０年度畜産・酪農収益力

強化整備等特別対策事業の承
認について

議案第８号　�定款第５３条第２項に規定する
理事の順位について

議案第９号　�固定資産の取得について

その他協議事項　�
１．�春季地区懇談会および第13回通常総会

における意見・要望等について
２．�持続可能な北海道農業の確立に向けた

組織討議について　　　    
３．当面の業務日程について


